
「研究対象者への通知又は情報公開文書」 

 
 東京理科大学では、以下の研究を行います。本研究についてより詳しい内容をお知りになりたい

場合は、以下の問い合わせ先にお問い合わせください。 

1. 研究の名称 
社会的状況への判断が与える意思決定への影響の検討 

2. 研究の目的 
 本アンケートは、社会的状況に対するみなさまの評価や考え方と、意思決定との関連を検

討することを目的とする調査になります。具体的には、不祥事に伴う非難や謝罪に対するみ

なさまの考え方や、製品選択場面でどのような特徴を重要と考えられているか、といった項

目になります。 

3. 研究の対象者 
20代から60代の成人1000人を対象とします。 

4. 研究の方法と期間 
・研究の手順  web調査にご協力いただき、この結果を統計的に処理し、学会発表や論文によっ

て結果を公開していきます。 
・協力していただく内容 社会的状況に対する判断や日常の意思決定に関する考え方に対する

質問項目にお答えいただくことです。 
・提供いただく情報について ご回答いただいた内容に関しましては、匿名化した状態でご提

供いただき、統計処理を行います。 
・研究の期間 東京理科大学学長許可日（2022年11月24日）～2024年 3月 31日 

5. 研究に用いる情報の利用目的 
皆様のご回答を統計的に解析し、学会発表、論文作成に使用させていただきます。また、論文

出版時には、ジャーナルから個人を特定する情報を注意深く外したデータをレポジトリーに

アップロードすることが要求されます。したがって、他の研究者が、本データを用いて別の研

究を行う可能性があるため、匿名化された情報が他の研究者に共有される場合があります. 但
し、現時点では本研究室で、将来の別の研究に使用する予定はありません. 

6. 個人情報の保護について 
・個人情報の内容 アイブリッジ社からご提供いただくデータは、匿名化されており、個人が

特定されることはございません。 
・個人情報及び対応表の管理方法 
個人が特定化されないデータをアイブリッジ社からご提供いただきます。そのため、個人と

の対応表は作成されません。 

7. 研究の資金源や利益相反に関する状況 
(1) 研究資金 この研究の費用は、科学研究費の助成を受けております。 
(2) 利益相反について 

この研究には、企業や団体は関与しません。企業等との利害関係はないため、利害の衝突に

よって研究の透明性や信頼性が損なわれるような状況は生じません。 






